
        

 

一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
総
会
が
、
去

る
四
月
十
四
日
（
日
）
六
ツ
美
西
部
学

区
こ
ど
も
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
市
川
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

役
員
の
改
選
で
は
、
会
長
に
は
引

き
続
き
市
川
眞
人
氏
、
副
会
長
に
野

田
光
宏
氏
、
そ
し
て
も
う
一
人
の
副

会
長
の
西
島
忠
夫
氏
は
退
任
さ
れ
、

新
た
に
赤
渋
五
区
総
代
の
渡
邊
政
彦 

氏
、
会
計
の
柵
木
喜
幸
氏
が
退
任
さ

れ
、
宮
地
西
総
代
熊
代
秀
人
氏
が
新

体
制
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
の
挨
拶
で
は
、
一
筆
啓
上
・
作 

         左
の
会
も
本
年
で
二
十
五
周
年
を
迎

え
、
当
時
の
学
区
総
代
会
の
方
々
の

想
い
を
胸
に
、
い
か
に
地
域
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
思
い
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

通
年
事
業
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
賞
の

実
施
」、「
作
左
通
信
の
発
行
」
等
々
予

定
し
て
い
た
行
事
を
滞
り
な
く
実
施

出
来
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
衆
議
院
議
員 

青
山
周

平
様
（
代
理
：
奥
様
）、
愛
知
県
議
会

議
員 

新
海
正
春
様
、
岡
崎
市
議
会
議

員 

廣
重
敦
様
は
じ
め
多
く
の
方
々

に
ご
臨
席
を
賜
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。 

 

引
き
続
い
て
の
講
演
会
で
は
、
講

師
に
、
お
か
ざ
き
塾
歴
史
教
室
主
宰 

の
市
橋
章
男
氏
を
お
招
き
し
、
『
「
大

坂
の
陣
、
そ
の
顛
末
」
～
天
下
静
謐
へ

家
康
公
の
覚
悟
と
は
～
』
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

次
年
度
に
つ
い
て
も
活
動
を
続
け

る
中
で
、
昨
年
度
と
同
様
に
新
聞
各

社
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
と
共
に

会
員
の
皆
様
方
の
お
知
恵
を
お
借
り

し
な
が
ら
、
各
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
「
一
筆
啓
上
・
作
左
の
会
」
が
継
続

的
に
発
展
し
て
地
域
に
根
差
し
て
行

く
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。 

 

＊
講
演
会
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
作
左
の
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

令
和
五
年
度
総
会
開
催
さ
れ
る 

市橋章男氏の講演会風景 総会会場風景 

第
一
二
四
号 
令
和
六
年
五
月
十
五
日
（
水
）
発
行 



 

← 続き(本文)はホームページでご覧ください。 


